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大
規
模
施
設
は
、
効
率
が
良
い
よ
う
だ
が
、
想
定
外
の
事
故
が
あ
る
と
、
大
変
だ
。 

昔
は
、
こ
ん
な
大
規
模
事
故
は
無
か
っ
た
。
小
規
模
だ
っ
た
か
ら
だ
。 

１００年以上使
えるかを考える
必要がある。 



 

中川流域下水道のポンプ場の数は極端に少ない。下水道管が深い場所
にある事を意味している。 

産
業
革
命
時
代
、
ロ
ン
ド
ン
の
テ
ム
ズ
河
は
、
下
水
で
汚
れ
て
、
水
中
の
酸
素
が
無
く
な
っ
た
。 

現在でも、テムズ河では、テムズバブラーで曝気している。 

こ
ん
な
悪
い
原
水
で
も
薬
品
な
し
で
き
れ
い
な
水
を
つ
く
れ
た
。 



 
身近な、清澄な水を求めていた。 

自
然
界
で
の
礫
間
浄
化
を
、
現
在
で
も
使
っ
て
い
る
英
国
。 

英
国
の
上
下
水
道
の
歴
史
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
い
解
説
だ
。 

ロンドン市内へはテムズ河の水を
無処理で給水する水道があった。 

上下水道物語： 
人間と都市を救い育てた苦闘の歴史 



 

テ
ム
ズ
ヘ
ッ
ド
（
源
流
地
点
）
へ 

Public Footpath 公共通路は牧場の柵と乗り越え、
牧場内を歩いて行く。 

ど
こ
に
も
、
羊
が
い
る
。
家
畜
社
会
だ
。 

緩速ろ過の完成： 
水深が浅いことに注目を。 



 

産業革命時代のテムズ河は、お歯黒溝（どぶ）状態だった。 
下水が河に流れ込み、水中には下水を分解する生物が多数いた。 

英
国
で
は
昔
か
ら
、
家
畜
や
人
間
の
屎
尿
も
自
然
と

分
解
す
る
の
を
知
っ
て
い
た
。 

昔
は
、
下
水
処
理
を
す
る
と
言
う
考
え
が
無
か
っ
た
み
た
い
。 

人を恐れない大きな白鳥がどこにもいる。 



 

覆い散水ろ床。これを、日本でも、
採用し、普及させたい。 

高
崎
市
に
も
、
散
水
ろ
床
が
稼
働
し
て
い
た
。
で
も
、
現
在
は
無
く
な
っ
た
残
念
。 

散
水
ろ
床
は
、
礫
間
で
微
生
物
、
微
小
動
物
が
効
率
的
に
分
解
す
る
方
法
だ
。 

礫間で微生物、微小動物が、屎尿を分解する散水ろ床を、再認識したい。 



 

上下水道処理に関する欧州の知恵を、日本はもっ
と見習いたい。持続可能の社会になるため、何年
でも使える仕組みを求められている。 

塩
素
で
殺
菌
す
れ
ば
良
い
と
い
う
考
え
は
、
浄
化
し
よ
う
と
言
う
考
え
と
違
う
。 

自
然
界
の
浄
化
を
考
え
、
解
説
本
を
出
し
た
。 

昔は、自然界での浄化された水を使っていた。 



 

緩
速
ろ
過
処
理
す
れ
ば
、
病
原
菌
は
除
け
て
い
た
。 

無菌にする必要は無かった。リスク
を下げるという考えが必要だった。 

許
容
で
き
る
リ
ス
ク
と
い
う
考
え
が
必
要
だ
。 

私が育った50年前の東京都世田谷区、家の井戸水を使っていた。 



 

私たちは、自然界での浄化の仕組みを、もっと見習いたい。 

大
腸
菌
も
、
糞
便
性
大
腸
菌
も
、
病
原
菌
で
な
い
。 

ア
メ
リ
カ
発
の
薬
品
処
理
の
急
速
ろ
過
は
、
未
完
成
の
不
完
全
処
理
の
技
術
だ
っ
た
。 

おにぎりやパンは素手で食べる。それでも、大丈夫。 
無菌、無菌と脅すのはいけない。 



 

 自然界での浄化の仕組みは、省エネで何年でも浄化できている。 
それを真似たのが、緩速ろ過。 
名前で誤解されていたので、生物浄化法と日本で言い出した。 

塩
素
殺
菌
さ
れ
た
水
は
安
全
か
。 

浄化にかかる時間は短時間 

宣
伝
に
騙
さ
れ
て
は
い
け
な
い
。 

ろ過水は、スーパークリーン 



 

日本でも、生物浄化法の考えを取り入れた、上下水道処理を普及さ
せたい。省エネで、維持管理が容易だ。小規模でもできる。 

日
本
語
の
唯
一
の
、
生
物
浄
化
法
の
解
説
本
。
信
州
大
学
繊
維
学
部
の
同
窓
会
へ
注
文
し
て
。 

フ
ィ
ジ
ー
の
村
に
生
物
浄
化
法
が
普
及
し
だ
し
た
。 

世界で、唯一の生物浄化法の英語解説。 
海外へ行くなら、この冊子をダウンロー
ドしたい。 



 

山
国
、
長
野
県
で
は
、
消
毒
の
み
、
緩
速
ろ
過
の
水
が
多
い
。 

ま
だ
、
日
本
に
は
、
自
然
の
湧
水
利
用
、
緩
速
ろ
過
の
施
設
が
多
数
あ
る
。 

どうも、人々は、宣伝を、直ぐに鵜呑みしやすい。 
自分らで、確かめることをしたい。 

上下水道処理に、莫大なお金をかけるようになったのは、戦後である。 


